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政府は、おおむね20年ごとに改刷（刷新）してきたとした上で2024年上半期に各紙幣を一新、
慣れ久しんだ？1万円札は、福沢諭吉・鳳凰から渋沢栄一、東京駅舎へ様変わりします。
お札には、世界最高水準の日本の印刷技術の結晶が集約され日本経済を支えています。
改めて現在の一万円札について詳しく調べてみました。

銀行券（お札）は、明治以降、発行を分類するために記号が付いており、現在の一万円
（平成16年（2004年）11月1日発行開始）に「E」を頭につけE一万円札と呼ばれています。
※一万円札は、銭から円へ基本通貨が切り替わった昭和33（1958）年～昭和61（1986）年に
発行の聖徳太子・鳳凰がC券、昭和59（1984）年～平成19（2007）年発行福沢諭吉・雉は、D券、
その前の時代に一万円札はないのでA・B券の一万円札は、存在しません。

寸法：縦76mm 横160mm
原料：紙幣の紙は、水に濡れても破れにくいミツマタの白皮やアバカ（マニラ麻）のパルプを
使用、インクは、顔料・ワニスなど特定の配合で練り合わせ20色以上を使用

偽造防止技術の詳細
『偽造防止技術の詳細』
※次ページを参照
①すかし
②超細密画線
③凹版印刷
④ホログラム：桜の模様・10000・日本銀行のマーク
⑤すき入れバーパターン：光に透かすと3本の縦線が見えます
⑥潜像模様：お札を傾けると「10000」「NIPPON」の文字
⑦パールインキ：お札を傾けるとピンク色を帯びたパール光線の模様が浮かび上がる
⑧マイクロ文字：「NIPPON GINKO」の小さな文字が印刷されている
⑨特殊発行インキ：紫外線をあてるとオレンジ色に光る
⑩深凹版印刷：インクが表面に盛り上がるように印刷されている
⑪識別マーク：触手で識別出来るように印刷されている

最近の私は、財布を持ち歩かなず、銀行で現金を降ろす回数も極端に減りました。決してお金
を使わない様にしているわけではなく、コンビニの買い物も電子マネーのPayPay
若しくは、クレジットカード、持参するのは、携帯電話とカード2枚（クレジットカードとマナカ）
キャッレスを心がけポイントを貯めることを密かな楽しみとしています。
3年後に新紙幣が発行され更に日本の最先端の技術が投入される筈ですが、
どの様に現金が使用されその価値は、どの様になるのでしょうか？



偽造防止技術の数々



厳正なる抽選の結果、以下の5名様が当選されました。おめでとう

ございます。

今回残念ながら当選されなかった方は、次の機会にご期待くださ

い

●緑 Sさん

●APW U さん

●APW Yさん

●マンション Oさん

●マンション Iさん

                                                                                                                    

                                                                                                                    

                                                                                                                    

当社で13年。

三重県のマンションで管理人のお仕事をされているパートスタッフ

Oさんからお手紙をいただきました。

一部ご紹介させていただきます。

その書その書中には、業務を行う上での心構えも記されていまし

た。中には、業務を行う上での心構えも記されていました。『毎月25日に支給される給料明細等が入った封筒をハサミで丁寧に開封

します。最初に給料明細を見て今月もお給料をいただき感謝します。

次にVOICE表紙。社長の撮影写真、今月号は何かな？どこの場所かな。

知らない場所もたまにありますが。順次ページをめくり最終ページは

決まって『社長の独り言』で紙面一杯。最初から一行一行時間をかけ、

時に難しい漢字もでてきますが毎月異なるジャンルが取り上げられ1ヶ月

の間にこれだけの文章が作成できる文才にはいつもいつも感心させられ

ています。』



今回は、社員の甲斐さん邸を訪問させていただきました！

「毎日、使用する食器棚の片付け」

築20年、4ＬＤＫ。ご主人様、娘さんとの3人暮らし

備え付けハッチ型の食器棚。

現状は、上部の4段を使用する食器を納めています

今回の要望は・・

・食器の設置場所はこのままで

・使用頻度が高い物を取りやすい場所に入れたい

・食器を減らし、空きスペースを作りたい

モノと人との基本領域図に使用している食器を振り分ける事から開始

棚から食器をすべて出し仕分けする。
甲斐さん、悩んでます(笑)

テーブルの上には食器が収まらなかった為、
毛布を広げガムテープを張って分割基本領域を作成

①アクティブ領域
(毎日使う)

②スタンバイ領域
(たまに使う)

③プロパティ領域
(使うかもしれない)

④スクラップ領域
(使わない)

STEP①



2回目仕分け
④スクラップ領域の食器が増えました。

①アクティブ領域
(毎日使う)

③プロパティ領域
(使うかもしれない)

②スタンバイ領域
(たまに使う)

④スクラップ領域
(使わない)

①アクティブ領域
(毎日使う)

②スタンバイ領域
(たまに使う)

③プロパティ領域
(使うかもしれない)

①アクティブ領域
(毎日使う)

2段の空きスペースが
できました

STEP③STEP②

片付けのご要望があれば、藤原までご一報下さい
（押し入れ、クローゼット、下駄箱・・何でもＯＫ）

以前から、断捨離をしなくてはと思っているところで、お手伝いをして頂きました。
分類わけをするのですが、なかなか分別に困りました。
棚に空きができたのは嬉しいことです。
核家族になり、高齢になっていくのを考えると、今回のアドバイスを参考に、
色々と減らしていこうと思います。



日々の業務お疲れ様です。みなさんのおかげで当社の現場は常にキレイに保たれています。
いつもありがとうございます。

今回は6月17日（木）・18日（金）・19日（土）にポートメッセなごやで開催された
『OutdoorLife Style Show』に当社が販売しているトラベルハウス（軽トラキャンピングカー）を
出展した様子を報告したいと思います。

ここ数年、キャンプ関連などのアウトドア用品の市場は
拡大傾向にあります。特に新型コロナウイルスの感染の
拡大により、外出自粛の影響から自宅の庭やベランダでの
キャンプ体験、テレワーク拡大による屋外やリゾート地での
リモートワーク、ソーシャルディスタンスを意識しての家族の
レジャーとしてアウトドアやソロキャンプなどの広がりにより、
更なる市場の拡大が期待されています。
こういった状況の中、大勢の来場者を期待して3日間の
展示会に軽トラキャンピングカーを出展しました。

1台はハウスの中に事務机や椅子を置き、
パソコンや携帯電話、タブレットを使用して
「遊ぶこと」と「働くこと」の両方ができるように
したテレワーク・ワーケーション仕様の
トラベルハウスともう1台は4人～6人が同時に
休憩や打ち合わせができるように長テーブル
とイス、多めの収納スペースを設置した移動
休憩所仕様にしたトラベルハウスの2台を展示
して、オーアンドケーのブースに来場された
お客様に実際にハウスの中に入ってもらい、
使い勝手や快適性を体感していただきました。



そのような展示会でしたが、嬉しいこともありました。
3日目の土曜日、カメラやマイクをもったテレビクルーが
当社のブースに来てくれて、取材を受けました。
クルーに聞いたところ、テレビ東京の『ガイアの夜明け』
（毎週金曜日22時放送）で、軽キャンピングカーに
スポットを当てた番組制作を行っているとのことでした。

取材自体は30～40分のわずかな時間でしたが、弊社の
「爽やかN.o.1」の下村君に取材対応してもらいました。
こういった番組は製作されても放映されない（いわゆる
「お蔵入り」）可能性もあり、どうなるかはわかりません
が、「放送されるとしたら9月くらいです。その際には事
前にご連絡差し上げます。」とクルーの方から聞いてい
ます。
ぜひ放送していただき、トラベルハウスの良さを全国に
発信できたらいいな、と思っています。

【取材を受けている2課営業下村】

ただ、今回のイベントは他の展示会（ヘルス＆ビューティケア展、スポーツ用品展、感染症
対策総合展、生活習慣病予防展など）も同じ会場で同時開催されており、会場内の人の
導線があまり良い設定ではなく、会場の一番奥で開催されていたアウトドアライフスタイル
ショーの来場者数に関しては残念なことに期待通りというわけにはいきませんでした。

当社が販売するトラベルハウスも商品ラインアップを少しずつ
ではありますが拡充していく予定です。軽トラではありません
が1tトラックに積載するタイプのキッチンカーは
既に販売開始しておりますし、軽トラの荷台をけん引する
タイプのキャンピングカー、パイプで組んだ枠に幌（ほろ）を
かけるタイプのキャンピングカーなど、年内には発売開始
できる予定です。

もし興味のある方がいらっしゃいましたら当社社員
にお声がけください。
よろしくお願いいたします。


